
第11-12講 教材を活かした授業デザイン
－目的に応じた教材の選択と活用とは－

地理歴史科教育論



演習課題１

（1） ABCDの教材の違いを説明しなさい

（2） ABCDの教材の特性を踏まえて，効果
的な指示・発問・活動を考えなさい

（3） 同一テーマの4つの異なる歴史教材を
選定し，指示・発問・活動を考えなさい
・12時までに kusahara@にメール添付で
・（教材1枚＋指示・発問・活動例1枚）×4種
・ 件名とファイル名は，「地歴●班」



演習課題２

来週は，
（4） その中の1つor2つを使って，マイクロ
ティーチングをしてもらいます

（5） マイクロティーチングを手がかりに
・各教材の強みと危うさの読み取り
・各教材の使い方の定式化

を行います



A－１



中国から援助によって建設されたＡＵ会議センターの落成式

A－２



映像は，日本政府が投稿したもので，奇跡の米と呼ばれるネリカ米の普及・栽
培指導をアフリカで行っているJICA（国際協力機構）の専門家，坪井達史さん
のインタビュー動画です。
ネリカ米のネリカとは，New Rice For Africa の略。アジア稲とアフリカ稲を交
配して作られたもので，干ばつや病害にも強いのが特徴です。「日本が数世紀
の間大事に育んできた知識を共有した」結果，アフリカにおけるネリカ米の耕
地面積は，ここ10年で15倍になったそうです。
映像の中で坪井さんは，「------を願っています。ネリカ米は------するでしょう」
とおっしゃられています。

B

https://www.youtube.com/watch?v=H_RMAWQbHIg
https://www.youtube.com/watch?v=H_RMAWQbHIg


アフリカ援助（Africa Aid）

C



援助は誰がなんのために行うのか

Ⅾ



対象の本質・構造を説明

対象の現象・具体を記述

全体的・象徴的
な批評

【メタファー】

全体的・分析的
な解説
【モデル】

個別的・象徴的
な主張

【ストーリー】

個別的・分析的
な記録
【データ】

教材を捉える視点

当
事
者
性
に
基
づ
く
意
味
の
再
構
成

第
三
者
性
に
基
づ
く
意
味
の
再
構
成



本質の説明

現象の記述

当事者性に
基づく意味の
再構成

第三者性に
基づく意味の
再構成

【メタファー】 【モデル】

【ストーリー】 【データ】

詩歌，批評
キャッチフレーズ

解説文，論説

報道・記事
ガイドブック，統計

日記，紀行文
経験談・自叙伝

文書資料の場合



図像資料の場合

風刺画・象徴画
コラージュ

ドラマ
（宣伝・主張）写真
メンタルマップ

本質の説明

現象の記述

【メタファー】 【モデル】

【ストーリー】 【データ】

当事者性に
基づく意味の
再構成

第三者性に
基づく意味の
再構成

構造図
フローチャート
概念チャート

表・グラフ
（記録・報道）写真
地形図・主題図



教材には，
① 既存の教材を読み取らせる場合，
➁ 教材を子ども自身にデザインさせる場合，がある
②が，いわゆるアクテウィブラーニングである

教授・学習活動には，
① 表現の内容や作者の意図を，批判的に読み取ら
せる指示・発問と，

② 学習の成果や社会への関与・発信を，子どもに
創造的にデザインさせる指示・活動が，ある
①②は，目標に応じて選択されたり統合されたりする



ロシアの南下政策（イギリス，1877年）


